
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態
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授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 100%

小テスト 0%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
0%

平常点 0%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回 振り返り(2) 9回～14回までの振り返り

筋の種類 骨格筋、平滑筋、心筋の三つの違いを理解する。

筋収縮 筋肉の収縮を電子顕微鏡で比較した変化について理解する。

ATP 筋収縮の課程におけるATPの役割を理解する。

興奮伝導 興奮伝導の種類と興奮伝導の三原則をついて理解する。

興奮の伝達 神経細胞から神経細胞へ情報を伝える過程を理解する。

シナプスの特徴 一方向への伝達、加重や遅延などを理解する。

能動輸送・静止膜電位 生体内での分子やイオンなど物質の移動、細胞膜の内と外の電位差について理解する。

活動電位 神経や筋肉の興奮により起こる膜電位の変化について理解する。

振り返り(1) 1回～7回までの振り返り

からだの科学的構成 原子・分子、化学結合やイオン結合などを理解する。

糖質・脂質・タンパク質 我々の体内で主要なエネルギー源となる糖質や脂質、タンパク質について理解する。

細胞内器官 細胞内器官のそれぞれの特定の機能を理解する。

ホネオスタシス 生命の内部環境について理解する。

評

価

方

法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する

授業計画（１回～１５回）

授業内容 各回の到達目標

ガイダンス 生理学では何を勉強してしていくのかを理解する。

　この授業では、キャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。授業に出

席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求める（詳しくは、最初の授業で説明）。ただし、授業時

数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

教科書（生理学　一般社団法人　全国柔道整復学校協会　監修ー　）に準拠する。

担当教員情報

塚田　愛 実務経験の有無・職種 無

学習目的

　生理学とは、本来、ヒトが生きているという事はどういうことか、ヒトの体はいきていくためにどのような営みをしているのかを考え、健康や病気を理

解するために欠かせない基礎的学問である。また、将来、怪我や障害の施術にあたる柔道整復師を目指す学生には非常に必要な基礎知識である。この科目

では、人体の機能の理解に取り組み、人体を構成する要素を分解してその個々の機能を追求し、さらにその機能がどのようなしくみ（機能）で発現してい

くかを理解できるようになるのがねらいである。

到達目標

　炭素や水素、酸素、窒素といった原子がいくつか結合してできる粒子である分子・構造上の基本的単位であると同時に、機能上の基本的単位でもある細

胞レベルで生命現象を理解し、探求する能力を身につけ、病気の原因や診断に応用していく能力を身につけるために、1つ目に細胞の機能を維持している

仕組みを理解することである。2つ目に脳，脊髄から身体各部へ興奮 (信号) を伝え，また身体各部からの刺激を脊髄，脳へ伝える白色の神経線維の束であ

る神経の基本的機能を理解することである。3つ目に運動するのに必要な、収縮作用をもった器官である筋肉の働きを理解することを到達目標とする。

教育方法等

　生理学は人体の機能を明らかにし、その機能がどのような機序（メカニズム）で現れるかを追求する学問で、複雑な生命機能を要素に分離

して理解していく学問と両輪をなしている。授業形態は座学中心で生理学1では生理学の基礎を中心に細胞生理学と神経の基本的機能を重点位

おいて学ぶ。

1年次 必修 30時間

2単位 講義

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 生理学１

科目基礎情報

柔道整復科 前期


